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心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。 パナソニックEWネットワークス

代表取締役社長

元家淳志
Atsushi  Motoya351人目

芳恵　元家さんは、昨年4月、社長に就任されまし

たが、1年がたって、経営者としてどのような手ご

たえを感じられたのでしょうか。

元家　就任前から事業面、財務面、組織面の課題

について検討してきましたが、この1年で組織の基

盤を整えることができたと考えています。

芳恵　具体的には、組織整備のためにどのような

ことをされたのでしょうか。

元家　まず、当社の存在意義がどこにあるかを考

え、パーパスを再定義することに取り組みました。

そのために、267人いた社員全員と対話をしたんで

す。

芳恵　社員全員と!?

元家　はい。1回6～7人ずつラウンドテーブルで

1時間半から2時間くらい話をしました。このヒアリ

ングには延べ2カ月ほどかかりましたが、1037個の

コメントを集めることができました。

芳恵　どんなことをヒアリングしたのですか？

元家　いきなり「当社の存在意義はなんだと思い

ますか」と聞いても答えにくいと思い、どんなときに

お客様に喜ばれたかとか、どんなときにワクワクす

るか、といった切り口で話を聞いていきました。そ

の1037個のコメントを結晶化して、現在自社サイ

トやポスターなどに掲げている「ネットワークと現

場対応力でお客様と未来を育む」というパーパス、

私たちの存在意義の文言をつくり上げたのです。

　そして、このパーパスの下に続く行動指針、私た

ちはステートメントと呼んでいますが、これについ

てもボトムアップでつくり上げました。そうするこ

とで、それぞれの社員が仕事のさまざまな局面で、

パーパスやステートメントに沿って、自分事として

判断することができるようになってきたんです。そ

れは非常に大きな変化だったと思います。

芳恵　なぜ、あえてパーパスをつくり直そうとした

のでしょうか。

元家　当社のミッション・ビジョン・バリューの策

定は、コロナ禍前に行われていました。しかしコロ

ナを経て大きく外部環境が変わり、当時に比べ社

員も増加したという内部環境の変化もあることか

ら、もう一度、いまの時代に合わせた私たちの存在

意義をつくり直す必要があると考えたからです。

芳恵　全社員とお話をするだけでも大変だと思い

ますが、その進行やコメントのまとめはチームを組

んでされたのですか。

元家　このヒアリングを実施するにあたっては人

事部や経営企画部のサポートを得ましたが、具体

的なやり取りやコメントの集約はすべて自分で行

いました。そういう姿勢を見せないと、社員との距

離は縮まりませんし、本気でコメントしてもらえま

せんから。

芳恵　なるほど。ことに社長就任直後ですから、

その姿勢を見てもらうことは大事ですね。

元家　私は、ポジティブな情動によって会社を変

えていきたいと思っています。危機感を煽ったり、

恐怖を感じたりする環境では、個々の成長を望む

ことはできません。人の可能性を引き出すために

は、ネガティブな防衛モードではなく、いかにポジ

ティブな成長モードに切り替えてあげられるかが

大切です。そういう発信をしながら、会社を変えて

いこうという意識を持ち続けてきました。

芳恵　社員の成長を図るため、ほかに具体的に取

り組まれていることはありますか。

社員全員との対話を通じて
新たなパーパスをつくり上げる

誕生日プレゼントのウォークマンが
技術者を目指すきっかけに
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【新橋発】元家さんは、仕事をしていく上で「私心のない志」を欠かすこと
ができないと語る。入社時にはエンジニアとして一番になりたいという「自
分」のための志を抱き、チームリーダーになるとメンバーが生き生きと働
けるようにと「私たち」のための志を抱く。そこに多様な経験が加わり、さ
まざまな価値観にふれることで、「誰か」のための私心のない志に醸成され
ていくという。広い視野と深い思考なしには、なかなか気づくことができ
ないことだと感じた。� （本紙主幹・奥田芳恵）

人の成長を促すポジティブな働きかけが
会社全体の成長につながっていく
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「ものづくりの環」の詩「ものづくりの環」の詩

ものを使う人がいますものを使う人がいます

ものを売る人がいますものを売る人がいます

ものをつくる人がいますものをつくる人がいます

いつの時代も私たちは生活の心地よさを求めますいつの時代も私たちは生活の心地よさを求めます

その意（おもい）が新しいものを生みますその意（おもい）が新しいものを生みます

使う人、売る人、つくる人──使う人、売る人、つくる人──

私たちは「ものづくりの環」のなかで私たちは「ものづくりの環」のなかで

すべての人の心が豊かになることを願っていますすべての人の心が豊かになることを願っています

使う人使う人
売る人売る人

つくる人つくる人

BCNは「ものづくりの環」を支えBCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です育むメディア企業です

※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

http://www.bcn . co. jp/

2024. 5.15 ／東京都港区のパナソニックEWネットワークス本社にて

構成／小林茂樹
text by Shigeki Kobayashi

撮影／大星直輝
photo by  Naoki Ohoshi

元家　昨年10月から「次世代経営塾」というもの

を開いています。社内で参加者を公募し、私がこ

れまでにMBAの課程などで学んできたことやキャ

リアを積み重ねてきた中で得たものをアップデー

トし、自ら資料をつくって、講師も私自身が務める

というものです。

芳恵　これも、ご自身で全部準備されているので

すね。ちなみに、どんな内容を教えておられるので

すか。

元家　経営リーダーにとって必要な、論理的思考

と意思決定のセオリー、マーケティング戦略、アカ

ウンティング、組織行動学と行動経済学、リーダー

シップの5テーマです。この講座を半年かけて行う

のですが、当初多くて10人くらいと見込んでいた希

望者が70人を超えました。そのため、この4月から

も続けて開講しています。こうした講座は外部委

託することもできますが、会社のトップが直接人材

育成に携わることで、先ほど述べたパーパスや行

動指針を、より深く組織に根付かせることができ

ると考えています。これはまさに人的資本経営と、

幸之助創業者の“松下電器は物を作る前に人を作

る会社である”の実践であり、会社の成長につなが

るものと考えています。

芳恵　社長自ら、そうしたことに取り組んでいると、

時間がいくらあっても足りませんね。

元家　自分の時間というのは、夜遅くと早朝くらい

しかありませんね。でも、冬場などはまだ暗いうち

から出社することが多いのですが、自分はなんて幸

せなんだろうと感じます。こんなに一生懸命に仕

事に没頭できることなど、そうそうないわけですか

ら。

芳恵　傍らから見て大変そうでも、ご本人は幸福

感に満ちているというわけですね。ところで、元家

さんは技術者としてキャリアをスタートされていま

すが、子どもの頃、その道に進むきっかけになるよ

うなことはありましたか。

元家　小学校5年生のときに、父親から誕生日プレ

ゼントに「ウォークマン」をもらったんです。まだ

カセットテープの時代でしたが、このとき自分もこ

ういう商品をつくりたいと思ったのが最初ですね。

おそらく、それを越える原体験はないと思います。

芳恵　どんなタイプのお子さんでしたか。

元家　好奇心旺盛で、理科が好きな子どもでした。

あるとき、磁石を持って小学校の校庭で砂鉄集め

をしていたんです。するとその作業に熱中するあま

り、休み時間が終わって授業が始まっていることに

気づかず、教室では「元家君はどこに行ったのか？」

と騒ぎになったことがありました（笑）。

芳恵　夢中になったら止まらないタイプなのです

ね。

元家　深いところで本質を捉えたいという思いは、

いまも昔も変わりません。だから、興味ある分野の

勉強は苦になりませんし、どちらかというと、のめ

り込むほうですね。

芳恵　ご両親はそういう元家さんに対して、どのよ

うに接しておられましたか。

元家　何か答えを与えるのではなく、そういうこと

に興味があるのなら、もっと突き詰めてみればと促

すようなタイプでした。

芳恵　そういう環境も、いまの元家さんの姿につな

がっているのでしょうね。

� （つづく）

 1979年11月、大阪府豊中市出身。2004年、京都工芸繊維
大学大学院（物質工学）修了後、松下電器産業（現パナソニック）入社。
LED照明やプロジェクターなどの研究開発、工場立ち上げに従事する。
18年、インドイノベーションセンター長としてインドに赴任。22年、
インドより帰国し経営企画部長に就任。23年4月、パナソニックEW
ネットワークス代表取締役社長に就任。グロービス経営大学院MBA。

愛用品のAirPods

小学生のとき、お父さんからウォークマンをプ
レゼントされてものづくりを志したという元家
さん。昔に比べて機器が小さくなっているこ
とに時代の変化を感じると語る。チェロを習っ
ていたため、クラシックを聴くことが多いが、
ときにはMr.Chi ld r en（ミスターチルドレン）
などのJ-POPも聴くそうだ。
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